
層qi
a

o
中

国
を
襲

つ
た
S

A
R

S
禍

時

二
〇
〇
三
年
の
上
半
期
は
S
A
R
S

(重

一
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
、
中
国
で
は
非
典
型

肺
炎
)
禍
が
東
ア
ジ
ア
を
席
巻
し
た
。
特
に

中
国
に
あ
っ
て
は
、
世
界
保
健
機
構

(W
H

O
)
に
ょ
る
と
感
染
者
の
七
割
、
死
者
の
半

数
近
く
が
中
国
本
土
で
発
生
し
た
。
ま
た
中

国
衛
生
部
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
上
半
期

で
は
感
染
者
数
は
五
三
二
七
人
で
、
三
四
八

人
が
死
亡
し
た
。

昨
年

一
一
月
に
広
東
省
仏
山
市
で
人
類
に

と

っ
て
新
種
の
疫
病
が
報
告
さ
れ
た
。
今
年

に
入

っ
て
広
東
省
、
香
港
に
原
因
不
明
の
肺

炎
が
蔓
延
し
、
遂
に
四
月
二
日
W
H
O
は
広

東
、
香
港
へ
の
渡
航
延
期
勧
告
を
発
出
。
続

い
て
四
月
二
三
日
に
北
京
、
山
西
省

へ
の
渡

航
延
期
勧
告
、
そ
れ
以
降
も
天
津
市
、
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
、
河
北
省
も
加
わ
っ
た
。
五

月
二
二
日
段
階
で
中
国
全
土
の
死
者
は
三
〇

〇
人

に
達
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。

中
国
政
府
、
W
H
O
の
懸
命
の
駆
除
、
隔

離
の
活
動
が
実
り
、
W
H
O
に
よ
る
渡
航
延

期
勧
告
は
五
月
二
三
日
の
広
東
、
香
港
を
皮

切
り
に
、
六
月
二
四
日
に
は
最
後
に
残

っ
た

北
京
も
解
除
さ
れ
た
。
同
時
に
感
染
地
域
指

定
も
解
除
さ
れ
た
。

五
月
二
〇
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ

た
W
H
O
総
会
に
お
い
て
呉
儀
副
総
理
兼
衛

生
部
長

(大
臣
)
は
中
国
に
対
す
る
支
援
、

援
助
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
S
A
R
S
に

対
す
る
国
際
的
な
協
力
強
化
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
七
月
二
八
日
に
全
国
S
A
R
S
予

防

・
治
療
活
動
会
議
が
北
京

で
開
催
さ
れ
、

胡
錦
涛
総
書
記
は

「勝
利
宣
言
」
を
行
い
、

今
回
の
事
態
で
露
呈
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
率
直
に
認
識
し
、
解
決
に
向
け
て
努
力
す

る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

◎
経
済
分
野
へ
の
影
響

S

A
R

S
は
中

国

に
ど

の
よ
う

な
影

響

を

与

え
た

か
。

ま
ず
、

経
済

分

野

で
あ

る
。
中

国

国
家
統

計
局

の
発
表

に
よ

る
と
、

S
A

R

S
禍

の
渦
中

に
あ

っ
た

四
～
六

月

(第

二

四

半
期

)

の
実
質

G

D
P
成

長
率

は
前

年

同
期

比

六

・七

%
増

で
あ

り
、

一
～

三
月

の
九

・九

%
増

よ
り
明

ら
か

に
下
降

し

た
。

こ
の
落

ち
込

み

は
個
人

消
費

が
減

速

し
た

こ
と

が
大

き

く
影
響

し

て
い
る
。
個

人
消

費

の
動
向

を

示
す

社
会

消
費

品
小

売
総

額

の
伸

び
率

は
、

一
～

三
月

で

は
前

年

同

期

比
九

・

二
%
で
あ

っ
た

の
に
対

し

て
、

四
～

六
月

で

は
六

・七

%
増

と
落

ち
込

ん
だ

。
特

に
五

月

は

四

・
三

%
と

過
去

五
年

間

で
最
低

の
冷

え

込

み
と
な

っ
た

。

こ
れ

は
恒

例

の
メ
ー

デ
ー

大
型
連

休
を

短
縮

し
た
り

し

て
、
海

外
並

び

に
国
内

の
観

光
客

が
激

減

し
た

こ
と

、
外

出

で

の
買

い
物

、
飲

食
、

娯
楽

が
控

え

ら

れ
た

こ
と

が
影

響

し

た
と
見

ら

れ

る
。
観

光
、
旅

客

輸
送

、
サ

ー

ビ

ス
、

流
通

、
飲

食
分

野

の

被

害

が
大

き

く
、

総

じ

て
第

二
四
半
期

の
第

三
次

産
業

の
伸

び
率

は
○

・
八

%
増

に
低
迷

し
た
。

農
業

も
付
加

価
値

ベ
ー

ス

の
生

産
額

の
伸

び

率

は
、

第

一
四
半

期

の
三

・
五

%
か

ら
第

二
四
半

期

に

は
二

・
三

%

に
下

降

し
た

。

S

A
R

S
の
伝
播

を
防

止

す

る
た

め

に
出

稼
ぎ

農

民

の
都

市

へ
の
流

入

、
物
資

の
搬

入
を
制

限

、
阻
止

し

た
が

ゆ
え

に
、
農

民

の
現

金
収

入

が
前
年

同
時

期

よ
り

一
人
当

た

り

三
五
元

減
少

し
た

と
言

わ

れ

て

い
る
。

外

国
企
業

の
八
割

近

く

が
進

出

し
、

貿

易



総
額

の
七
割
強
を
占
め
る
北
京
市
、
華
東

(上
海
市
、
江
蘇
省
、
漸
江
省
)、
広
東
省
が

S
A
R
S
感
染
に
影
響
さ
れ
た
の
で
、
持
続

的
な
経
済
成
長
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
結
果
的

に
は
消
費
の
落
ち
込
み
に
終
始
し
た
。
そ
の

こ
と
は
、
〇
三
年
上
半
期
の
経
済
成
長
率
は

八
・
二
%
を
維
持
し
、
九
五
年
以
来
最
高

の

伸
び
率
に
な

っ
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
支
え
て
い
る
の
は
投
資
と
貿
易
で
あ
る
。

第
二
四
半
期
は
そ
れ
ぞ
れ
第

一
四
半
期
の
伸

び
率
を
上
回

っ
た
。
固
定
資
産
投
資
総
額
は

前
年
同
期
比
三

一
・
一
%
増
、
外
資
契
約
額

は
四
〇
・三
%
増
、
輸
出
入
総
額
は
三
九
・○

%
と
極
め
て
高
い
数
字
を
確
保
し
た
。

◎
S
A
R
S
禍
か
ら
何
が
見
え
る
か

経

済
分

野

へ
の
影
響

に
限

っ
て
み

る
な

ら
、

限
定

的

、

一
時

的
と

総
括

で
き

る
。
し

か

し
、

S
A

R

S

の
す

さ

ま
じ

い
伝
播

は
、
経

済

は

も
と

よ
り

、

ス
ポ

ー

ツ
、

文
化

と
日
中

関
係

の
交
流

を
停

滞

さ

せ
た
。

S

A
R
S

が
拡
大

し
た
要

因

は
、

中

国
政
府

の
初
期

対
応

の
ま

ず

さ

、

そ
れ

は
事
態

認
識

の
低

さ
、
迅

速
性

の
欠
如

、

情
報

の
非

公
開

と
国
際

的
共

有

の

欠
落
に
集
約
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
中
国
の
何

が
分
か
る
か
。

一
つ
は
中
国
の
行
政
機
関
の
隠
蔽
体
質
で

あ
る
。
隠
蔽
体
質
は
各
国
行
政
機
関
に
も
あ

る
。
日
本
も
狂
牛
病
問
題
で
農
水
省
が
厳
し

く
批
判
さ
れ
た
。
中
国
の
場
合
、
W
H
O

へ

の
連
絡
が
少
な
い
と
い
っ
た
、
情
報
の
国
際

的
協
調
の
意
識
が
極
め
て
希
薄
な
こ
と
が
問

題
で
あ
る
。
対
中
投
資
で
幾
度
と
な
く
指
摘

さ
れ
た
が
、情
報
の
公
開
と
透
明
度
を
高
め
、

国
際
的
な
共
有
を
め
ざ
す
姿
勢
が
肝
要
で
あ

る
。二

つ
め
は
事
の
重
大
性
を
認
識
す
る
能
力

が
弱
く
、
対
応
が
遅
い
こ
と
。
そ
の
こ
と
は

行
政
シ
ス
テ
ム
と
官
僚
の
質
が
低
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
近
年
、
若
手
が
行
政
組
織
の

重
要
部
署
に
抜
擢
さ
れ
て
き
た
が
、
末
端
で

は
旧
態
依
然
で
あ
る
。
市
場
経
済
に
お
け
る

企
業
の
役
割
は
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

マ
ク
ロ
管
理
を
行
う
「機
能
と
し
て
の
政
府
」

の
質
的
転
換
が
脆
弱
で
あ
る
。

三
つ
め
は
縦
割
り
行
政
の
欠
陥
が
露
呈
し

た
。
特
に
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
軍
組
織
と

一
般
行
政
組
織
が
全
く
分
立
し
て
い
る
こ
と
、

さ

ら

に
中

央

と
地
方

の
連
携

の
弱

さ

が
自

明

の
と

お
り
暴
露

さ

れ
た
。

さ
ら

に
、
医
療

従
事

者

が
病
室

を

忌
避

し

た

り

、
患

者

が
病

院

を
抜

け

出

し

た

り
と

、

公

的

責

任

感

が
欠

如

し

、
古

い
因

習

に

染

ま

っ
た

人

々
が
多
く

い
る
。
ま

た
、
中

国

で

は
汚

い
ト
イ

レ
、
手
洗

い

の
習
慣

が

な

い
な

ど
衛

生
観

念

が
低

い
。

S

A
R
S
禍

は
、
「近
代

化

と

は
何

か
」
を

も

う

一
度

考

え

る
契

機

で
あ

る
。
近

代
化

と

は
経
済

の
市

場
化

、

高
度

化

の

み
な

ら
ず

、

行

政

の
効

率

化

、

サ
ー

ビ

ス
化

、

公
開

性

、

そ
し

て
官

僚

の
公
私

峻
別

、

国
民

の
権
利

意

識

、
素

質

の
向

上

も
求

め
ら

れ

る
。

北
京

オ

リ

ン
ピ

ッ
ク
、
上

海
万
博

と
中

国

は
経
済

飛
躍

の
好
機

が
待

っ
て

い
る
。
胡

錦

涛

・
温

家

宝

の
新

政

権

の
努

力

に
よ

っ
て

「禍

を
転

じ

て
福

と
な

す

」

こ
と

を
期

待

し

た

い
。

S

A
R

S
後

の
状
況

は
、
党

執
政

の

刷

新

と
幹
部

の
作

風

が
強
調

さ

れ

て
い
る
。

(
服
部
健

治

)


